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つ か す少々 閉 口 して居た所同 じく C．G．　ALM 氏か ら欧洲の C・macilenta 　FRiES な

る もの は バ ク サ ン ス ゲ 、
ヒ メ カ ハ ズ ス ゲ と ア カ ン ス ゲとの間 の雑種である由御注意

があり且 それ に つ い て の HOI．MB コ RG 氏の v プ リ ン F及標本若 干を も途 つ て異れfeの

で 本邦産の もの も斜 りか けナこ樣な次第であ る。

　最 後的の判断を下 すには栽培試驗か或は少 くと も自生地の猷態を詳細に調査せね

ばな らぬ が 標本だけの上で は 厚岸産の もの も歐洲産 同樣何かの 雜種植物で 恐 らく

C．canescens × C．　pseudo−loliacea　j叉は C ．　canescens × C．　loliaceユ と思は れ る o

　筒 その 外 に C ．macilenta 　F ］・．の本邦に關す る報 告と して は FR．　M ・・Mlnv （樺太）

と宮部博士（千島）のがあ るが後者は昨年北海 道樺太植物誌上 にて ヒ メ カ ハ ズ ス グと

訂正されて居るの で此の 植物 には關係がな く ． 前者 も恐 らく厚岸の もの と略同樣 な

雜種 ではあ る まいか と思はれ るので 此 れ以上 の確證 が上 るまでは本邦の もの も雜種

であ ると考 へ
、 純粹な植物と しての リ ス ト か ら除外す る事とす る が此の類及び ア ゼ

ス グの類は ス ゲ屬 中で も雜種する場含が比較的多い樣思はれ る．此れ は互 ひに類似

の もの が多 い」二に殆ん ど全 部濕地産であつ て 比較的一 ケ所に集る機會が多い事に よ

るの であ らう。

　　　　　　　　　　羊 齒 植 物
’
雜 録 L

田　 川　 基　 二

1） Athyrium 　microsorum 　MAKrNo テ バ コ ワ ラビ

　本種は從來、土 佐國手箱山、伊豫國石槌山 ． 瓶 ケ森、阿波國劍山等四國の高山の

特産種の如 く思はれて ゐたが、近年丹後國青葉山 （竹内敬氏）、近江國伊吹 山 （田代

善 太郎、橋本忠太 郎、松山外次郎諸氏）．金糞山 （橋本忠太郎氏）、 駿河國梅 ケ 島村

（杉本順一
氏）等本州に もかな り廣い 範園に分 布 して ゐ る ことが知 られナこ。

FAURm 氏

はすで に 1905年に信濃國乘鞍嶽に探取 して ゐる 。
No．7234 が皀卩ち本種で ある。

2） Athyrium 　spinul 。sum 　M … ｝・ 邑ヤ マ4 ヌ ワ ラビ

　樺太．朝鮮、満洲、
ア ム

ール
、 ウ ス リー、支那、 ヒ マ ラ ヤ等所 々 に 分布す る メ シ

グ の一種 で あるが、 大井次三 郎氏は信濃國八 ケ 岳 （大 岩及び赤岳鑛泉）に探取 され

ナニ。 本州では 稀品で ある。

　3）　Diplaz 董opsis 　javaniea　C・CHR・4 ’、ヤ シ1タ：

　有 名な暖地性の種類で南支那．馬來．北 印度． セ イ ロ ン
、

ジ ヤ バ 等に分布 し、 本

邦で 1繼 灣、九州には諸所 薩 し． 伊豫の 岩屋 lll．小田深臥 大和の室生山等で は

以前か 脚 られて ゐk が樋 翩 後國仁鮒右寸濁川幗 有林畷 見 され ・ m て．agfnli

年八 月、堀芳孝氏は越前國大 野郡五 箇村上打 浪に發見され tep
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　4）　Dryopteris 　Sieboldii　kuNzEナガサ キシダ

　九州、四國 （伊豫、土 佐）、 周防 （岩國）に見 る 日本特産種の一
であ るが、 田代善

太郎氏は 昭和 二 年九 月淡路國猪鼻谷に 發見 されナこ
。

　5） Polystichum 　Braunii 　F虹 ホ ソ井 丿デ

　本邦では北海道、樺太 、 千島 、 朝鮮に知 られて ゐたが、 昨年八 月杉野辰雄氏は之

を 甲斐國大武川に探取された。 本州では他 に産地を聞かぬ 。 海外にあつ ては満洲こ

ア ム
ー

ル
、

コ ーカ サ ス 、支那．歐洲、北米に分布す る。

　6）　Cystopteris 　sudetica 　AI．．　Biu　F；r　Mir．i）E ヤ マ ヒメ ワ ラビ

　同 じく杉野氏が信州駒 ケ岳に探取 された。 大 井氏は 昭和五 年六 月、北朝鮮の四芝

嶺、倉岼嶺で探取 されて ゐる。 内地 では稀昂 に屬す る。 從來 ヒ カ ゲ ワ ラ ビ と呼 ばれ

て ゐたが、Diplaeiitm　rVTa．gann〃ta ？z〜〃m 　MAKINU の和 名 と混雜するか ら植物名彙452 頁

（大正五 年）に ある ヤ マ ヒ メ ワ ラ ビを探 用 しや う。

　7） Adiantum 　Capillus−Junonis　Rupdl．ホ ゥライクジヤク

　本種は支那西南部、臺灣 （高雄）に知 られ てゐた珍種で あるが．田代善太郎氏は

之を豐後國南海部郡 小牛の石次岩上に發見 された。 内地の シ ダ類 に一種 を加 へ た わ

けで ある。

　8）　Polystichum 　Lonchitis　RoTi【 カ ラフ トデ 冫ダ （新稱）

　本種は ヨ ー ロ ツ バ
、

ヒ マ ラ ヤ、 コ ーカ サ ス 、　トル キ ス タ ン ． カ ム チ ヤ ツ カ 等北皐

球 の北部に廣 く分布 し、北樺太で はすでに知 られ て ゐたが、南樺太 に も發見された 。

帥 ち坂勘氏は昭和四年保恵山に、翌 年 、 菅原繁藏氏は 幌登山 に發見 して ．本邦の シ

ダ 類 に一種を加 へ られた 。
カ ラ フ b デ ン ダ と新稱 し、次 に簡單に 記載 しや う。

　根莖は短形 、直生、葉は叢生、葉柄は 3− 5糎 、 基脚黒裼色、朋軸と共に鐵錆色薄

膜質の 卵歌披針形鱗密生、葉面は長楕圓状玻針形 、 鏡頭 、 長 15− 20糎 、 徑2．5− 3糎、

單胴猷 腹生、各側羽片約30封ド 1「部羽片は漸次縮 小す、勿片は刀淞卵形 乃至刀歉 長

楕園彩 、 鈍頭芒端、芒尖鋸齒縁、不等廣楔脚、上側耳垂、上面無毛、 下面毛猷鱗散

生．革質、轟堆は圓形、邊縁中脈の中闇に 列生、包膜は圓形、膜質、齒線。

固有 日本に 於 け る暖地性植物の 北限

　　　　　　　　　　　　　 田　代　善　太　郎

　 今臺灣沖繩方面 より由來する暖地性植物の分布を五段階に分 ちて、 ぽ s’之を 限界

とす る代表 植物 を擧 ぐれば

　第
一
段階　薩隅の外海側． 日向の南端及E 島の南端 と：ヒ佐 の 足摺地方 　ソ テ ラ

、
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